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科目名 健康栄養情報論２（NR・SA 必修） 

授業形態 講義 学年 2 

開講時期 2023 年度 後期 単位数 2 

担当教員 左 一八、飯塚 美伸、渡邉 悦子 

内容および計画  健康増進法が施行されて以来、保健機能食品や「いわゆる健康食品」が大量に流通しており、これらを正

しく利用する情報･知識を得ることが健康維持に重要なことになっている。「健康食品」の有効性･安全性を考

慮し、健康維持･増進を目的とした適正な使用方法や摂取方法を理解すること、これらの情報や過剰摂取によ

るリスクの回避をはかるための情報提供者になるための情報収集方法や情報提供の仕方について習得するこ

とを目的とする。 

１ 臨床栄養と臨床検査 

２ 行動科学とカウンセリング（I）： 行動科学と現代心理学、学習理論、行動療法および認知行動療法 

３ 行動科学とカウンセリング（II）： 保健指導を支える心理学の理論、行動変容と心理学的技法、カウンセリ

ングの方法 

４ 行動科学とカウンセリング（III）： 認知行動療法、カウンセリング技法による疾患へのアプローチ 

５ 栄養素の機能（I）： 糖質、脂質、たんぱく質 

６ 栄養素の機能（II）： ビタミン、ミネラル 

７ 日本人の食事摂取基準 

８ 生活習慣病概論： 日本人の疾病、遺伝的要因と環境要因、特定健診･保健指導 

生活習慣病各論（I）： 肥満、メタボリックシンドローム、脂質異常症 

９ 生活習慣病各論（II）： 高血圧、糖尿病 

１０ 生活習慣病各論（III）： 痛風・高尿酸血症、脂肪肝、骨粗しょう症、慢性閉塞性肺疾患、慢性腎臓病、動脈

硬化性疾患 

１１ 生活習慣病各論（IV）： がん、認知症、タバコとアルコール、合併する疾患 

食品機能の科学的根拠（I）： 動物試験と in vitro 試験 

１２ 食品機能の科学的根拠（II）： ヒトを対象とした試験、機能性および安全性の科学的根拠、科学的根拠に基

づく情報入手 

１３ 身体活動と栄養（I）： 身体活動に関するエッセンス、生活習慣病の予防と治療における運動療法 

１４ 身体活動と栄養（II）： ライフステージと身体活動、スポーツ医学と栄養 

１５ 栄養・健康に関する臨床研究事例の解説 

教科書 

タイトル 著者名 出版社 ISBN 発行年 

NR・サプリメントアドバイザー必携 第 6 版 『一般社団法人日本

臨床栄養協会』編 

第一出版 9784804114576 2023 

     

     

     

     

適宜、授業内容に関連した資料、プリントを配布して多角的な視点で講義を進める。 

参考書  

成績評価 

評価方法 割合(%) 

授業態度 30 

定期試験 70 
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授業開始時に名前を読み上げて出席確認をします。 

学習到達目標 ①栄養アセスメントと栄養療法について説明できる。 

②保健指導、行動療法の理論、技法について説明、実施できる。 

③栄養素の機能について説明できる。 

④生活習慣病について説明できる。 

⑤食品の機能と安全性についての科学的根拠を、自ら調べ、その有効性を伝えることができる。 

先修条件 健康栄養情報論Ⅰ 

実務経験  

その他  

 


